
 

 

別紙１ 

 
平成17年基準消費者物価指数の中間年における見直し（案） 

 

１ 見直し内容 

(1) 品目の追加及び整理統合 

 （追加品目の選定基準） 

① 普及が著しく、家計消費支出上の一定のウエイトを占めるに至っている品目 

  （「一定のウエイト」とは、１万分の１（通常の基準改定と同じ基準）をいいます。） 

② 中分類指数の精度の向上及び代表性の確保に資する品目 

  ③ 円滑な価格取集が可能で、かつ、価格変化を的確に把握できる品目 

 （整理統合品目の選定基準） 

  ① 代表性が急速に失われている品目 

 

（追加品目） 

  ・ビール風アルコール飲料 

  ・電気洗濯機（洗濯乾燥機） 

  ・家庭用ゲーム機（携帯型） 

 （整理統合品目） 

  ・テレビ（ブラウン管） 

  ・オーディオ記録媒体 

 

(2) 品目内容の見直し 

   近年の 0ABJ－ＩＰ電話※の普及に伴い、ＩＰ電話の契約数が顕著な増加傾向にある一

方で加入電話は減少傾向で推移しています。そのため、現行品目「固定電話通信料」

は、従来の加入電話とＩＰ電話とを合成した指数とします。 

 

  ※ 「0ABJ」（ゼロエービージェー）とは、固定電話の電話番号の枠組みを示す言葉です。

固定電話の番号は正確には「0ABCDE-FGHJ」と表しますが、これを省略して「0ABJ」と呼

びます。IP電話では主に光ファイバー回線を使用しているものに割り当てられており、

この電話を「0ABJ-IP電話」と称します。例えば、ＮＴＴ東日本/西日本の「ひかり電話」

などのサービスでは「0ABJ」番号が割り当てられています。 

 

２ 公表 

  中間年見直し（品目の追加及び整理統合、品目内容の見直し）に基づいた結果の公表

は、東京都区部平成 20 年１月中旬速報値（平成 20 年 1 月 25 日公表予定）からとします。 

 

３ 品目の追加方法 

  品目の追加により上位類指数に断層が生じることを避けるため、以下の手順で品目の

追加に伴う処理を行います。 
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 (1) 追加品目のウエイト配分 

   追加品目の上位類ウエイトは固定し、追加品目を含む類内の品目ウエイトを再配分

します。 

  ｱ）「ビール風アルコール飲料」については、現行の「酒類」の全品目からウエイトを

分割します。 

 

    類・品目（現行）    ウエイト（現行）  類・品目（追加後）   ウエイト（追加後） 

    酒類           136    酒類           136 

     清酒           24     清酒           23 

     焼ちゅう         21     焼ちゅう         21 

     ビール          53     ビール          51 

     発泡酒          20     発泡酒          19 

     ウイスキー         4     ウイスキー         4 

     ぶどう酒          2     ぶどう酒          2 

     ぶどう酒（輸入品）     6     ぶどう酒（輸入品）     6 

     チューハイ         5     チューハイ         3 

                         ビール風アルコール飲料  7 

 

  ｲ）「電気洗濯機（洗濯乾燥機）」については、現行の「電気洗濯機」からウエイトを分

割します。また、「電気洗濯機」は品目名を「電気洗濯機（全自動洗濯機）」に変更

します。 

 

    類・品目（現行）    ウエイト（現行）  類・品目（追加後）   ウエイト（追加後） 

    家事用耐久財 57    家事用耐久財        57 

     電気洗濯機1 11     電気洗濯機（全自動洗濯機） 4 

 電気洗濯機（洗濯乾燥機）  7 

 

  ｳ）「家庭用ゲーム機（携帯型）」については、現行の「テレビゲーム」からウエイトを

分割します。また、「テレビゲーム」は品目名を「家庭用ゲーム機（据置型）」に変

更します。 

 

    類・品目（現行）    ウエイト（現行）  類・品目（追加後）   ウエイト（追加後） 

    がん具 26     がん具          26 

     テレビゲーム2 9      家庭用ゲーム機（据置型） 4 

 家庭用ゲーム機（携帯型） 4 

 

 (2) 基準時価格の算出 

  ｱ）平成 19 年 12 月指数の算出 

                                                  
1 現行の電気洗濯機は、全自動洗濯機 
2 現行のテレビゲームは、家庭用ゲーム機（据置型） 
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    平成 19 年 12 月において、上位類指数を固定した追加品目の指数を算出します。 

 

         

                 酒類指数×酒類ｳｴｲﾄ－Σ(他の品目3指数×他の品目 3ｳｴｲﾄ) 
   ﾋﾞｰﾙ風ｱﾙｺｰﾙ飲料指数 ＝                      
                      ﾋﾞｰﾙ風ｱﾙｺｰﾙ飲料のｳｴｲﾄ 
 

   電気洗濯機（洗濯乾燥機）指数            

家事用耐久財指数×家事用耐久財ｳｴｲﾄ－Σ(他の品目4指数×他の品目 4ｳｴｲﾄ) 
＝                   

                 電気洗濯機（洗濯乾燥機）のｳｴｲﾄ 
 

   家庭用ゲーム機（携帯型）指数      

がん具指数×がん具ｳｴｲﾄ－Σ(他の品目5指数×他の品目 5ｳｴｲﾄ) 
＝                      

               家庭用ゲーム機（携帯型）のｳｴｲﾄ 
 

 

  ｲ）基準時価格の算出 

    追加品目の平成 19 年 12 月の平均価格とｱ)で求めた指数を用いて、基準時価格を算

出します。 

 

                       ﾋﾞｰﾙ風ｱﾙｺｰﾙ飲料の 12 月価格 
     ﾋﾞｰﾙ風ｱﾙｺｰﾙ飲料の基準時価格 ＝                      
                      ﾋﾞｰﾙ風ｱﾙｺｰﾙ飲料の 12 月指数 

 

                         電気洗濯機（洗濯乾燥機）の 12 月価格 
     電気洗濯機（洗濯乾燥機）の基準時価格＝                      
                        電気洗濯機（洗濯乾燥機）の 12 月指数 

 

                         家庭用ゲーム機（携帯型）の 12 月価格 
     家庭用ゲーム機（携帯型）の基準時価格＝                      
                        家庭用ゲーム機（携帯型）の 12 月指数 

 

(1)及び(2)の結果を用いて、平成 20 年１月より追加品目の指数計算を開始します。 

なお、品目の追加に係る計算例は参考１のとおりです。 

 

４ 品目の整理統合方法 

  品目の整理統合により上位類指数に断層が生じることを避けるため、以下の手順で品

目の整理統合に伴う処理を行います。 

 

 

 

                                                  
3 他の品目：酒類の中の「ビール風アルコール飲料」以外（清酒、焼ちゅう、ビール、発泡酒、ウイスキ

ー、ぶどう酒、ぶどう酒（輸入品）、チューハイ） 
4 他の品目：家事用耐久財の中の「電気洗濯機」以外（電子レンジ、電気炊飯器、電気ポット、ガステー

ブル、電気冷蔵庫、電気掃除機、電気アイロン） 
5 他の品目：がん具の中の「テレビケーム」以外（人形、がん具自動車、組立がん具） 
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 (1) 整理統合品目のウエイト配分 

   整理統合品目の上位類ウエイトは固定し、平成 20 年１月より、整理統合品目を含む

類内の品目ウエイトを再配分します。 

  ｱ）「テレビ（ブラウン管）」のウエイトについては、「テレビ（薄型）」に配分します。 

 

    類・品目（現行）    ウエイト（現行）  類・品目（整理統合後） ウエイト（整理統合後） 

    教養娯楽用耐久財    118     教養娯楽用耐久財     118 

     テレビ（ブラウン管）   6 

     テレビ（薄型）     32      テレビ（薄型）      37 

 

  ｲ）「オーディオ記録媒体」のウエイトについては、「録画用ＤＶＤ」に配分します。 

 

    類・品目（現行）    ウエイト（現行）  類・品目（整理統合後） ウエイト（整理統合後） 

    他の娯楽用品       97      他の娯楽用品      97 

     オーディオ記録媒体   1 

     録画用ＤＶＤ      4       録画用ＤＶＤ     6 

 

 (2) 上位類指数のリンク係数作成 

平成 19 年 12 月指数を用いて、リンク係数を作成します。 

 

                    19 年 12 月上位類指数（公表値） 
教養娯楽用耐久財リンク係数＝                      
               テレビ（ﾌﾞﾗｳﾝ管）を除いて算出した 19 年 12 月上位類指数 

 

                    19 年 12 月上位類指数（公表値） 
他の娯楽用品リンク係数＝                  
               ｵｰﾃﾞｨｵ記録媒体を除いて算出した 19 年 12 月上位類指数 

 

このリンク係数を平成 20 年１月以降、当該上位類指数に乗じていきます。 

なお、品目の整理統合に係る計算例は参考２のとおりです。 

 

５ 「固定電話通信料」指数の作成方法 

  0ABJ－ＩＰ電話通話料の算入により「固定電話通信料」指数に断層が生じることを避

けるため、以下の手順で品目の追加を行います。 

 

 (1) 平成 19 年 12 月の 0ABJ－ＩＰ電話通信料の指数 

    平成 19 年 12 月における現行の固定電話通信料の指数を、同月の 0ABJ－ＩＰ電話通 

   信料の仮指数とします。 

 

 (2) 0ABJ－ＩＰ電話通信料の算出 

    基本料金と通話料金を合算したものを 0ABJ－ＩＰ電話通信料とします。 

   基本料金（基本使用料と機器利用料等）については、集合住宅と戸建の別で算出し、 
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  契約者数により加重平均します。通話料金については、所定の通話時間を固定電話へ

の通話として、基準年の１か月当たりの平均通話料金に価格比を乗じて算出します。 

 

(3) 合成指数の算出 

平成 20 年１月以降、従来の固定電話通信料の指数と 0ABJ－ＩＰ電話通信料の指数

を前年６月末の契約者数の割合で合成して、新しい固定電話通信料指数を作成します。  

なお、0ABJ－ＩＰ電話通信料については、19 年 4 月現在、従来の固定電話通信料の

価格変動と差異がないため、合成指数は現在の固定電話通信料指数と等しくなります。 
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参考１

品目の追加に係る計算例

※数値は便宜、平成18年12月と19年1月を使用し、追加品目については価格が変動しなかった場合を想定している。
　網掛けがそれぞれの月で公表される指数である。
 　追加品目の12月の指数は、基準時価格の算出に使用する。

　品目の追加は、20年1月に行うので、実際の公表値とは異なる。

18年12月

前月比％ 寄与度
前年
同月比％

寄与度

酒類 136 136 98.7 98.4 -0.3 -0.0040 -1.2 -0.0162
清酒 24 23 97.6 96.6
焼ちゅう 21 21 99.6 99.4
ビール 53 51 98.4 98.3
発泡酒 20 19 98.6 98.1
ウイスキー 4 4 97.5 97.2
ぶどう酒 2 2 100.8 101.0
ぶどう酒（輸入品） 6 6 103.8 103.6
チューハイ 5 3 98.3 99.7
ﾋﾞｰﾙ風ｱﾙｺｰﾙ飲料 - 7 98.6 98.6

品目の追加がない場合の酒類 98.7 98.4 -0.3 -0.0040 -1.2 -0.0162
家事用耐久財 57 57 89.2 89.6 0.4 0.0022 -7.0 -0.0384
電子レンジ 4 4 85.9 86.0
電気炊飯器 10 10 95.5 95.9
電気ポット 3 3 94.7 94.0
ガステーブル 5 5 96.0 96.1
電気冷蔵庫 17 17 81.5 83.1
電気掃除機 7 7 91.2 91.1
電気洗濯機（全自動洗濯機） 11 4 89.9 87.6
電気洗濯機（洗濯乾燥機） - 7 89.9 89.9
電気アイロン 1 1 98.4 97.9

品目の追加がない場合の家庭用耐久財 89.2 89.3 0.1 0.0005 -7.3 -0.0402
がん具 26 26 93.8 94.5 0.7 0.0018 -5.6 -0.0146
家庭用ゲーム機（据置型） 9 4 81.7 81.7
家庭用ゲーム機（携帯型） - 4 81.7 81.7
人形 2 2 99.8 99.8
がん具自動車 7 7 99.5 99.5
組立がん具 9 9 100.6 102.5

品目の追加がない場合のがん具 93.8 94.5 0.7 0.0018 -5.6 -0.0146

類・品目
ウエイト
（現行）

ウエイト
（追加後）

19年1月　計算例

指数 指数
対前月比 対前年同月比
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参考２

品目の整理統合に係る計算例

※数値は便宜、平成18年12月と19年1月を使用している。
　網掛けがそれぞれの月で公表される数値である。

　品目の整理統合は、20年1月に行うので、実際のリンク係数及び公表値とは異なる。

18年12月

前月比％ 寄与度
前年
同月比％

寄与度

教養娯楽用耐久財 118 118 73.3 72.0 -1.8 -0.0153 -18.7 -0.1959
テレビ（ブラウン管） 6 - 89.8
テレビ（薄型） 32 37 63.5 62.2
ステレオセット 3 3 80.3 78.7
携帯オーディオ機器 2 2 90.7 90.9
ＤＶＤレコーダー 10 10 73.9 72.5
パソコン（デスクトップ型） 13 13 75.4 74.4
パソコン（ノート型） 21 21 67.2 65.3
パソコン用プリンタ 4 4 54.9 54.3
カメラ 8 8 66.8 63.4
ビデオカメラ 4 4 72.9 71.3
ピアノ 6 6 96.3 96.3
学習机 3 3 99.8 102.7
テレビ修理代 6 6 100.6 100.9

整理統合品目を除いて計算した教養娯楽用耐久財 72.1 70.8
品目の整理統合がない場合の教養娯楽用耐久財 72.2 -1.5 -0.0129 -18.5 -0.1935
他の娯楽用品 97 97 100.4 100.5 0.1 0.0009 0.3 0.0028
フィルム 2 2 110.2 111.2
オーディオ記録媒体 1 - 95.7
録画用ＤＶＤ 4 6 86.2 86.1
コンパクトディスク 10 10 100.0 100.0
ＤＶＤソフト 4 4 94.4 94.6
ペットフード（ドッグフード） 20 20 99.7 100.4
ペットフード（キャットフード） 13 13 103.5 103.1
植木鉢 12 12 102.0 102.0
園芸用土 18 18 101.7 101.5
乾電池 7 7 100.9 100.8
プリンタ用インク 4 4 100.8 101.1

整理統合品目を除いて計算した教養娯楽用耐久財 100.2 100.3
品目の整理統合がない場合の教養娯楽用耐久財 100.5 0.1 0.0009 0.3 0.0028

教養娯楽用耐久財のリンク係数 1.017
他の娯楽用品のリンク係数 1.002

19年1月　計算例

類・品目
ウエイト
（現行）

ウエイト
(整理
統合後)

対前月比 対前年同月比
指数 指数
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参考３

計算例による類指数の試算結果

※　試算には便宜、平成18年12月～19年4月の数値を用いている。

　　品目の整理統合は、20年1月に行うので、試算結果は実際の公表値とは異なる。

計算例による「教養娯楽用耐久財」の指数
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計算例による「他の娯楽用品」の指数
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